
地域経済活性化とネットワーク形成
―釜石からのメッセージー

橘 川  武  郎

希望学釜石調査は,① ローカル ・アイデンティティの再構築,② 希望の共有,③ 地域内

外でのネットワーク形成, という3つ の要素が地域における希望の再生にとって不可欠で

あることを明らかにした。本稿の課題は, このうちの③にかかわる2つ論点を掘り下げる

ことにある.

第 1は ,釜 石におけるネットヮーク形成はどのような問題に直面しているか, という論

点である.こ こでは,キ ープレーヤ
ー間の連携強化およびネットワ

ークの広域化が必要で

あることを明らかにする.

第 2は ,ネ ットワークを広域化するうえで大きな意味をもつインフラストラクチャの整

備をいかに進めるか, という論点である。ここでは,三 陸沿岸地域を縦貫するリアス
・ハ

イウェイを建設することの意義に光を当てる.

これらの検討をふまえて,本 稿では,全 国各地の地域経済活性化の取組みに適用するこ

とができる,釜 石発のメッセージを導出する.そ れは,(1)イ ンフラ整備による外需の呼

び込み,(2)広 域ブランドと結合した地域ブランドの確立,(3)若 い世代とリスクテ
ーカー

との連動,の 3点 にまとめることができる.

キーワード

希望学釜石調査,地 域経済の振興,キ ープレーヤ
ー,ネ ットワーク形成,外 部需要の呼び込み

I。 本稿のね らい

東京大学社会科学研究所 (東大社研)が 2009年 4月 に刊行を開始した4冊 シリ
ーズの

『希望学』(東京大学出版会)が ,大 きな社会的反響を呼んでいる
°.東 大社研の希望学プロ

1) 4冊 のタイトルは,第 1巻が 『希望を語る一社会科学の新たな地平へ』,第 2巻が 『希望の再生
―釜石の歴

要概
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ジェク`卜の大きな柱の一つは,岩 手県釜石市を対象にした包括的な地域調査であるが,筆

者 (橘川)は , この希望学 ・釜石調査に,2006年 のスタート時点から参加 してきた。

希望学 ・釜石調査のリーダーである玄田有史と中村尚史は,同 調査から 「発見された仮

説」について,次 のように述べている。

「地域における希望の萌芽を,そ の実現へとむすびつけるためには何が必要であろう

か。私たちが希望学 ・釜石調査から見出したのは,『ローカル ・アイデンティティの

再構築』,『希望の共有』,『地域内外でのネットワーク形成』の三つが,地 域における

希望の再生にとって不可欠という仮説である。そして, この三要素を貫くキーワード

が 『対話』である」(玄田◆中村 [2009]xv頁)。

本稿のねらいは,上 記の仮説で言及されている第 3の要素,つ まり 「地域内外でのネット

ワーク形成」について,(A)釜 石におけるネットヮーク形成はどのような問題に直面し

ているか,(B)ネ ットワークを広域化するうえで大きな意味をもつインフラストラクチャ

の整備をいかに進めるか, という二つの見地から掘り下げることにある。

筆者は,希 望学 ・釜石調査に関連 して,2006～ 08年 に,7度 にわたって釜石市を訪れ

た2)。それらを列記すると,

①2006年 7月 の釜石市での現地調査 (東大社研による大規模な合同調査の一環).

8男阻醜趾   鮮 T曇菫錮 蟄η尋観L
(釜石市民文化会館)で の報告.

④2007年 9月の釜石市 ・宮古市での現地調査 (⑤の講演のための予備調査).

⑤2007年 10月の三陸沿岸都市会議 (八戸市・久慈市・宮古市・釜石市。大船渡市:陸前高

田市。気仙沼市)主 催 「『のびゆく三陸 輝 く未来へ』 緑 と潮風のリアス・ハイウェ

イ早期実現釜石大会」(釜石市民文化会館)で の記念講演.

⑥2008年 1月の岩手県釜石地方振興局 ・釜石市主催 「第 3回 『ミナトマチ釜石希望セ

ミナー』釜石湾の活用とまちづくりについて」(釜石ベイシティホテル)で のパネルディ

スカッション参力日(コ,デ ィネーター).

⑦2008年 11月の東大社研主催シンポジウム 「地域における希望の再生―希望学 ・釜石

調査報告一」(釜石市民文化会館)で のパネルディスカッション参加 (パネラー).

史と産業が語るもの』,第 3巻が 『希望をつなぐ二釜石からみた地域社会の未来』,第 4巻が 『希望のはじま

リー流動化する世界で』,で ある。また,編 者は,第 1巻 と第 4巻が東京大学社会科学研究所 ・玄田有史 ・

宇野重規,第 2巻 と第 3巻が東京大学社会科学研究所 。玄田有史 。中村尚史,で ある.

2) こ の7回 という訪問回数は,希 望学 ・釜石調査に参加するメシバーのなかで,け っして多い方ではない。

例えば,同 調査のメンバーである大堀研の釜石市訪間回数は,2006～ 08年度だけで,26回 に及んだ。
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このうち①と②の調査の結果は橘川 [2006](2006年 10月 15日脱稿)に ,③ の報告の要旨

は橘川 [2007a]に ,④ をふまえて行った⑤の講演の要旨は橘川 [2007b]に ,そ れぞれ

ディスカッションペーパーとしてまとめため。そのうえで,橘 川 [2006]に 関しては,若

干の補整を施し,『希望学』シリーズ第 2巻 の第 6章 として発表した (橘川 [2009])。
一方,

橘川 [2007a]と 橘川 [2007b]ιこ関しては, これまで公刊する機会がなかった。

本稿では,第 Ⅱ節で,橘 川 [2007a](『釜石には希望がある。でも, もっと,あ るはずだ。』)

の全文を紹介する。これは,前 記の (A)の 論点,つ まり,「釜石におけるネットワ
ーク

形成はどのような問題に直面 しているか」を検討 した論稿であり,2007年 3月 6日 に脱

稿されたものである.

次いで第Ⅲ節では,橘 川 [2007b](『三陸の地域経済活性化と道路の役割』)の 全文を紹介

する。これは,前 記の (B)の 論点,つ まり,「ネットワークを広域化するうえで大きな

意味をもつインフラス トラクチャの整備をいかに進めるか」に光を当てた論稿であり,

2007年 10月 14日 に脱稿されたものである。

(A)お よび (B)の 見地からの考察をふまえて,本 稿では,第 Ⅳ節で,釜 石における

ネットワーク形成から導くことができるインプリケーションを明らかにする.そ れらは,

全国各地で展開されている地域経済活性化の取組み, とくにそこでのネットワ
ーク形成の

取組みにとって,有 用な示唆を与えることであろう。

Ⅱ。『釜石には希望がある。でも,も つと,あ るはずだ。』
―「希望学釜石調査シンポジウム :釜石に希望はあるか」での報告要旨一

1.シ ンポジウム 「釜石に希望はあるか」

2007年 3月 3日,釜 石市の市制施行 70周年を記念して,東 京大学社会科学研究所希望

学プロジェクトの 「希望学釜石調査シンポジウム :釜石に希望はあるか」が,釜 石市民文

化会館で開催された。このシンポジウムで配られた 『希望学釜石調査中間報告』のなかで,

プロジェクトリーダーの玄田有史は,「釜石の希望は点在していて, まだつながっていな

い.希 望は人と人との関係のなかにしか生まれないから,大 事なことは, どんなに苦しく

てもパスをつなぎ続けることだ」, と書いた.こ れを受けて, シンポジウムの冒頭,釜 石

3) ⑥ と⑦のパネルディスカッションでの発言内容については, とくにディスカッションペ
ーパー等の形でま

とめたことはない.
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調査の概要について報告した中村尚史は,① ネットワーク形成に欠かせないものは何か,

②地域における希望の共有には何が必要か,③ 固有の歴史 ・文化 0産業 ・環境を希望の再

生にいかにつなげるか, という三つの問題を提起 した.

中村尚史の問題提起を受けて,「希望学釜石調査シンポジウム :釜石に希望はあるか」

では,中 村圭介 ・辻田素子 ・大堀研 ・橘川武郎の4名 が希望学釜石調査に関する中間報告

を行い,そ れに対して,竹 村祥子 0遊佐俊一 ・佐々隆裕の 3名 がコメントを加えた。この

小稿は, シンポジウムで筆者 (橘川)が 行った報告の要旨を書きとめたものである.な お,

文中では,敬 称を省略させていただいた.

2。 なぜネットワークがつながらないか

中村尚史の①と②の問いに答えるためには,釜 石でネットヮークがつながらないのはな

ぜかを明確にする必要がある。その理由は,皮 肉なことに,キ ープレーヤーがあまりにも

英雄的に行動し,そ れが各々成果をあげているために,お 互いにかかわりあう必然性が小

さい点に求めることができる。

希望学の釜石調査を行った東京大学社会科学研究所を中心とするメンバーは, これまで,

釜石のキープレーヤーの発するエネルギーに圧倒され続けてきた.2006年 9月 に実施し

た合同調査の際には,一 人ひとりのメンバーが 「自分は今日のインタビューで, こんなに

すごい話を聞いてきた」と興奮して□々に話すため,宿 舎となったホテルは,蜂 の巣をつ

ついた状態となった。

釜石市は,岩 手県と協力 して,新 日本製鐵釜石製鐵所の縮小 ・合理化が本格化 した

1980年代以降,24社 もの企業の誘致に成功した.そ して,そ のことによって,辻 田報告

が強調したように,約 2000名 に及ぶ製造業での雇用を創り出してきた.

誘致された企業は;技 術力を生かした新製品開発と,独 自の (新日本製鐵から独立した)

販路の確保に,全 力をあげてきた。その結果,中 村圭介報告が強調した,製 造業の産業構

造転換 鉄 鋼から一般機械へ)の 中心的な担い手となった。

新日本製鐵は,高 炉を停止したにもかかわらず,釜 石製鐵所を閉鎖することなく,高 級

線材を生産 し続けてきた.こ れは,ア メリカの USス チールなどでは,考 えられない決断

である。そもそも,3交 替 24時 間労働をいとわない風土,24時 間 365日稼動が可能な港

湾,他 の企業も利用できる土地 ・工業用水など,新 日本製鐵が蓄積 してきた産業インフラ

があったからこそ,上 記の企業誘致は実現したのである。

このように,釜 石のキープレーヤーたちは,ま さに英雄的とも言えるほど奮闘し,そ れ

ぞれに成果をあげてきた。奮闘するかれらは,あ まりに忙しすぎて,お 互いにかかわりあ
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う余裕が十分にはなかったのである.

3.機 会損失を直視する

キープレーヤーたちの奮闘ぶりをみれば,「釜石には希望がある」ことは明らかである.

しかし, ここで銘記すべき点は,「釜石には希望がもっとあるはずだ」ということである。

セブン0イ レブンージャパンとイトーヨーカ堂からなる毛ブン&ア イグループを小売業

における日本の トップカンパニーにおしあげる原動力となったものに,POS(Point of

Sales)システムがある。コンビニなどのレジでよくみかける,商 品に付されたバ
ーコー

ドの情報を読み込む仕組みのことである.こ れによって小売店は,売 れ筋商品を的確に把

握することができ,そ れに見合った品揃えをすることによって,収 益を増やすことが可能

になる.こ うして,POSシ ステムをいち早 くとりいれたセブン&ア イグル
ープは,飛 躍

をとげたのである。

ただし, ここで忘れてはならない点は,POSシ ステムには,一 つの落し穴があることで

ある.そ れは,売 れ筋商品はつかめるが売りそこなった商品はつかめない,難 しい言葉で

言えば機会損失を把握できない, という落し穴である。機会損失とは,買 う側に買う気が

あり売る側に売る気があるにもかかわらず,売 る側の事情で取引が成り立たないために生

じる売上げの減少のことである.POSシ ステムでは,買 い手が求めているものの,売 り手

がもともと店頭においていない商品については,そ の価値を知ることができないのである。

個々のプレーヤーが奮闘するものの,つ ながりが十分ではない釜石のネットワ
ークにお

いても,機 会損失が生 じている可能性は高い.例 えば,SMCを めぐる取引について,そ

れがあてはまる。SMCは ,高 炉停止後釜石に誘致された企業の代表格であり,雇 用創出

の最大の貢献者でもある。我々が行ったインタビュ
ーでは,そ のSMCに ついて,地 元釜

石での取引に熱心でないとの声が強かった。ところが,辻 田報告が明らかにしたように,

SMC自 身は,地 元企業への発注をふやしたいという意向をもっている。SMC側 に発注

する気があり,地 元企業側に受注する気があるにもかかわらず,ネ ットワ
ークが十分につ

ながっていないため,機 会損失が生じているのである。この機会損失が取り除かれれば,

釜石において製造業の面的展開が可能になり,釜 石における希望は,新 たなステ
ージに到

達することであろう。

4.ネ ッ トワークがつながらないもう
一つの理由

じつは,釜 石のネットワークがつながらないことには, もう
一つの理由がある。それは,
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人口 5万 人未満の釜石の範囲内でネットワークを完結させることには,そ もそも無理があ

るという理由である.釜 石のネットワークが有効に機能するためには,ネ ットワークの範

囲をより広域に拡大 して,釜 石の内部では不足する要素を取 り込んでいかなければならな

い.

釜石において製造業の面的展開を真に実現するためには,関 東自動車工業の工場等が立

地する北上川流域の県央部との連携が,決 定的に重要である.岩 手県内の他の各港 (大船

渡港。宮古港・久慈港)が 軒並み取扱貨物量を減らしているなかで,釜 石港のみが取扱貨物

量を維持しているという, ここ十数年の実績は, この連携がすでにある程度実績をあげて

いることを示 している。仙人峠道路の開通,釜 石港公共バースの増設,湾 口防波堤の概成

という3点 セットが出揃う2007年 は,釜 石と県央部との産業面での連携が飛躍的に強化

される画期となるであろう。関東自動車工業岩手工場の設備増強も, この連携強化に追い

風となる.

釜石の製造業の面的展開については, もう少し視野を広げると,さ らに大きな構図がみ

えてくる.自 動車の国内需要は頭打ちだと言われるが,デ ィーゼル車だけは例外である。

燃費が良いため C02(二 酸化炭素)排 出量削減に効果的なディーゼル車は,今 後, 日本で

も売行きを伸ばす可能性が高い。ヨーロッパでは,す でに市場の過半がデイーゼル車で占

められている.問 題は,渋 滞が激しく, ゴー ・ストップを繰り返す日本の交通事情のもと

ではディーゼル車の走行性能を十分に発揮できない点にあるが, この点も,北 海道や東北

ではそれほど深刻ではない.そ うであるとすれば, 自動車メーカーが近未来に北海道や東

北でディーゼル車を製造する工場を新設することは,大 いにありうる。その場合には,自

動車用高級線材の北日本における生産拠点である新日本製鐵釜石製鐵所の役割が,に わか

にクローズアップされることになる。釜石のネットヮークの広域的な展開は,「釜石製鐵

所ルネサンス」をもたらすことさえありうるのである。

ネットワニクを広域化することは,製 造業だけでなく,釜 石の第 3次 産業にとっても,

重要な意味をもつ.2004年 における釜石の従業者数の産業別構成比をみると,製 造業が

25%で あるのに対 して,第 3次 産業は約 60%に 達することがわかる。釜石の経済活性化

の鍵を握るのは第 3次 産業だとさえ言えるわけであるが,第 3次 産業を活発にするために

は,ネ ットワ‐クを広域化し,外 部からの観光客 ・訪問者を増加させる必要がある。

もちろん,最 近注目されているコンパクトシティの構想は,釜 石にとっても役に立つ.

全国に散った釜石勤務経験者を呼び戻し居住者をふやす構想は,あ る程度成果をあげるだ

ろう。しかし, コンパクトシティの柱となる 「まちなか居住」や 「中心市街地のにぎわい」

を本格的に実現するためには,一 定規模以上の人口および都市機能の集積が必要であるこ

ともまた,冷 厳な事実である。その意味で, コ ンパクトシティ構想が威力を発揮するのは,
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県庁所在地かそれと同等以上の都市に限られるであろう。いまのところ, コンパクトシティ

の全国的典型が青森,福 島,富 山,長 野,神 戸などであることは,そ れを明確に示 してい

る。

全国的にみて,に ぎわいをみせている商店街は,必 ず人口増加地域か観光地かに立地し

ている。釜石の場合,人 口増加には限界があるため,商 店街の活性化のためには,ネ ジト

ヮークを広域化し,外 部からの観光客 ・訪問者を増加させるしか,方 法がないのである。

5.広 域プラン ドの中でこそ生きる釜石ブランド

観光客を増加させるうえでヒントとなるのは,釜 石を訪れる観光客数が周辺 5市 (花巻・

遠野・大船渡・陸前高田0宮古)の それより少ない事実である。このことは, けっして悲観

すべき材料ではない。むしろ,将 来への活路を開く楽観材料だとみなすべきである。と言

うのは,同 じ三陸沿岸に位置しながら大船渡 ・陸前高田 ・宮古より観光客数が少ないとい

うことは,「三陸の釜石」のイメージを鮮明にすることができれば釜石を訪れる観光客は

増加する可能性が高いということであり,同 じ銀河 ドリームライン沿線に所在しながら花

巻 ・遠野より観光客数が少ないということは,「銀河 ドリームラインの釜石」というイメ
ー

ジを打ち出すことができれば釜石をたずねる観光客が増える可能性が大きいということだ

からである。

三陸沿岸は,隆 起海岸とリアス式海岸で有名な, 日本を代表する観光地の
一つである.

岩手県の久慈から釜石を経て宮城県の気仙沼まで約 180kmにわたって続く 「コ
ースト 180」

と呼ばれる美しい海岸は,そ の全体が陸中海岸国立公園に指定されている。
一方,銀 河 ド

リームラインは,宮 沢賢治の 『銀河鉄道の夜』のモデルとなった岩手軽便鉄道を継承した,

」R釜 石線につけられた愛称である。銀河 ドリームラインは,宮 沢賢治の故郷である花巻,

柳田国男の 『遠野物語』で知られた民話の里 ・遠野,「鉄と魚のまち」釜石を結んでいる。

つまり,釜 石は,三 陸海岸と銀河 ドリームラインという二つの観光ルートが T字 型に出

会う,交 点に位置する町ということになる.こ のことは,「銀河鉄道が三陸の海に出会う

町 ・釜石」というブランドイメージをポピュラーなものにすれば,釜 石を訪れる観光客が

急増する可能性があることを示唆している。

6.釜 石のス トーリー性

釜石ブランドを広域ブランドと結びつけ,「三陸の釜石」,「銀河鉄道の釜石」としての

イメージを前面に出す場合には,他 方で,周 辺の市町村に埋もれることがないよう,釜 石
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の特徴や独自性をいかにアピールするかが問題になる。 しか し, この点については:あ ま

り心配はいらない。釜石には,観 光資源やス トーリニが豊富に存在するからである:

「希望学釜石調査シンポジウム :釜石に希望はあるか」で上映された短編 ドキュメンタ́

りr「 釜石に吹く風」のなかで,地 元の中学生は,釜 石が好きな理由として,「山と川と

海がそろっている」,「食べ物がおいしい」,「風が耳もとを吹き抜けるJ,「鉄の工場がある

にもかかわらず海や山をつぶさずに大切にしてきた」,「人がやさしい」などの点をあげた.

たしかに釜石には,お いしい水産物や水が豊富であるし,そ の水で作ったおいしい酒もあ

る。全国有数の規模を誇るウインドファーム (集合型風力発電施設)が あるし,産 業観光の

対象となる鉄の歴史館 ・釜石鉱山 ・橋野高炉跡なども存在する.銀 河 ドリームラインの各

駅には宮沢賢治にちなんでエスペラント語の別称がつけられているが,釜 石駅の別称が

「ラ 0オ ツェアーノ (大洋)」であることからわかるように,釜 石には,花 巻や遠野にはな

い海がある。そして:釜 石では,大 船渡 ・陸前高田 ・宮古に比べて, ものづくりに打ち込

む人々の営みが活発である.

大堀報告が強調したように,釜 石の発展にとって,自 然と工業とを統合して,い かに明

確な町のイメージを打ち出すかは, きわめて重要な課題である。そのイメージは:さ しず

め,「第一級の自然のなかでの第一級のものづくり」ということになろう (これは,シ ンポ

ジウムの冒頭で中村尚史が提起した③の問題への解答ともなる).自 然と工業とが文字通り共生

している釜石は,熊 本県の水俣とともに, 日本を代表するエコタッンになりうる可能性を

もっている.

今から150年前,大 島高任は,美 しいがしかし厳しい釜石の大自然のなかで,わ が国初

の洋式高炉を立ち上げた。この初めの一歩は, 日本の近代化全体の大きな礎となった.そ

れ以来釜石は,大 火,津 波,艦 砲射撃,再 度の津波,高 炉停止などの幾多の苦難に遭遇し

ながらも,「第一級の自然のなかでの第一級のものづくり」という基本線を貫いてきた.

釜石の歴史から一編の大河 ドラマを織り成すことは,そ れほど難しいことではあるまい。

それに対 して,全 国の他の地方小都市のなかから,釜 石ほどストーリー性に富んだ町を見

出すことは,容 易ではなかろう。

7.コ ーディネーターとス トーリーテラー

ここまでの議論から導かれる結論は,釜 石には,今 , コーディネーターとストーリーテ

ラーが求められているということである。

コーディネーターの役割は,釜 石のネットヮークをつなげ,そ れを外へ広げることにあ

る.コ ーディネーターには,「内と内」,「内と外」の両方を接合することが求められている.
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ストーリーテラーの役割は,釜 石で展開されてきた,そ して今も展開されているスト
ー

リーを, ドキュメンタリー,小 説,詩 歌,絵 画,写 真,映 画,音 楽などの形で具象化する

ことにある。花巻の宮沢賢治,遠 野の柳田国男に比べて,釜 石の井上ひさしの仕事は,未

完のままである。

コーディネーターにしても,ス トーリーテラーにしても,そ れを一人で担うのは,困 難

かもしれない。複数の人々の共同作業が必要になるだろうが,そ のメンバ
ーのなかに若い

世代が含まれることが望ましい.「釜石に吹く風」のなかでの中学生による的を射た発言

は,釜 石における若い世代の活躍を予見させる。    .

8.希 望学釜石プロジェク トは終らない

「希望学釜石調査シンポジウム :釜石に希望はあるか」は終った。 しかし,東 京大学社

会科学研究所の希望学釜石プロジェクトは終らない.

今回のシンポジウムで中間報告を行ったのは,地 域振興政策調査班のなかの地域企業調

査グループと環境行政調査グループのメンバーだけである。同班には, このほか,漁 業経

済調査グループと 「行政と市民」調査グループ,ス ポ
ーツ振興政策調査グループが存在す

る.さ らに,地 域振興政策調査班のほかにも,新 日本製鐵釜石製鐵所調査班,歴 史文化研

究班,社 会調査班,地 方政治調査班,そ して総括班が,活 動している.

今回のシンポジウムで中間報告した地域企業調査グル
ープや環境行政調査グループのメ

ンバーも, 自分たちの意見を言いっ放しというわけにはゆくまい。東京大学社会科学研究

所の希望学釜石プロジエクトは,ま だまだ道半ばなのである.

(2007年 3月 6日 脱稿
4))

Ⅲ。『三陸の地域経済活性化と道路の役割』

一「『のびゆく三陸 輝 く未来へ』 緑と潮風のリアス ・ハイウェイ早期実現

釜石大会」での記念講演要旨―

本稿は,2007年 10月 11日に釜石市民文化会館で開催された,三 陸沿岸都市会議 (八戸

市。久慈市。宮古市0釜石市。大船渡市・陸前高田市0気仙沼市)主催の 「『のびゆく三陸 輝

4) こ の節で紹介した橘川 [2007a]の脱稿から,す でに2年以上の歳月が経過した。しかし,今 日において

も,「釜石におけるネットヮ
ーク形成はどのような問題に直面しているか」という論点に関して,橘 川

[2007a]で示した見解は,基 本的に妥当性を持ち続けていると考える。この点については,橘 川 [2009]

258頁も参照.
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く未来へ』 緑 と潮風のリアス ・ハイウェイ早期実現釜石大会」において,筆 者 (橘川)

が行った記念講演 「三陸の地域経済活性化と道路の役割」の要旨を文書化したものである。

1.は じめに

本稿の課題は,三 陸の地域経済活性化の方向性を展望 し,そ のなかでの道路,と くにリ

アス ・ハイウェイの役害Jを明らかにすることにある。 リアス ・ハイウェイとは,八 戸 ・久

慈間の八戸 ・久慈自動車道,久 慈 ・宮古間の三陸北縦貫道路,お よび宮古 ・仙台間の三陸

縦貫自動車道の総称であり,2007年 4月 1日現在の整備状況は,表 1の通りである。

表 1 リ アス・ハイウェイの整備状況 (2007年 4月 1日現在) 単位 :km

道 路 名 八戸 ・久慈自動車道 三陸北縦貫道路 三陸縦貫自動車道

計画延長

供用済み 7(14%) 2%) 70(31%)

事 業 中 13(26%) 125(14%) 86(38%)

出所 :国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所 [2007a]

三陸と筆者とのかかわりとしては,三 つの経験をあげることができる。

一つめは,学 生時代の 1970年代なかばに, 鉄́道を使って行った三陸周遊旅行である。

北山崎と浄土ヶ浜の対照的な海岸美,龍 泉洞の神秘さ,ま だ高炉が稼動 していた釜石製鐵

所の迫力などは,筆 者の日本認識に不可欠の原風景となっている。

二つ目は,2006年 に始まり,現 在も継続 している東京大学社会科学研究所の希望学 0

釜石調査である.筆 者は, この調査のメンバーの一人であり, これまで,橘 川 [2006],

橘川 [2007a],橘川 [2007c]などを発表してきた。

三つ目は,「『のびゆ く三陸 輝 く未来へ』
´
緑と潮風のリアス ・ハイウェイ早期実現釜

石大会」での記念講演の準備のために,2007年 9月 7日 に実施 した事前調査である。こ

の時は,た またま台風 9号 の三陸接近と重なったため,結 果的に,高 規格幹線道路の威力

を,身 をもって感得することになった。国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所でのヒ

アリングのため,暴 風のなか,乗 用車で国道 45号線を釜石から宮古まで移動した際には

身の危険を感じたが,途 中,三 陸縦貫自動車道の一部として先行供用されている山田道路

を通過した時だけは,安 心感をもつことができた。また,翌 9月 8日 は台風一過の快晴で

あったが,保 線上の理由で,」R釜 石線の釜石 0遠野間は,運 行を停止 したままであった。

しかし,仙 人峠道路を使うことによって,東 京での用事に遅れずにすんだ.

これらの経験をふまえ,本 稿では,三 陸の地域経済活性化の方向性を展望することから,
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分析を進めてゆ く。

2.三 陸の地域経済活性化

リアス ・ハイウェイを実現するためには,三 陸の地域経済活性化の方向性,未 来予想図

を明確にしたうえで,そ のなかではたすべきリアス ・ハイウェイの役割を確定するという

手順をとるべきである.三 陸の 「輝く未来」につながる可能性としては,次 の4点 が重要

である。

第 1は ,三 陸沿岸で南北に点在する市町村を連結する,つ まり,点 を線にする可能性で

ある。三陸沿岸は,隆 起海岸とリアス式海岸で有名な, 日本を代表する観光地の
一つであ

る。岩手県の久慈から釜石を経て宮城県の気仙沼まで約 180kmにわたって続 く 「コ
ースト

180」と呼ばれる美しい海岸は,そ の全体が陸中海岸国立公園に指定されている (陸中海岸

国立公園協会 [2005]).この 「コースト180」が機動的な線として連結されれば,三 陸の未

来は大きく開かれることであろう。

第 2は ,南 北に拡充された三陸のネットワ
ークを東西にも広げ,い わゆる 「TOHOKU

ものづくリコリドー」と結合する,つ まり,線 を面にする可能性である。2006年 8月 に

東北経済産業局が 2010年 を見通してとりまとめた 「東北地域産業クススタ
ー戦略」は,

「東北のすぐれたモノ作り力を基盤とした 7技術 ・産業分野と10地域が有形 ・無形の回廊

(コリドー)を 通じて緊密に連絡 し合うこのクラスター形成活動を 『TOHOKUも のづくり

コリドー』と名づけ,地 域の企業,大 学等の研究機関,産 業支援機関などと
一体となって

早期のクラスター形成を目指す」としている。ここで言 う 「7技 術 ・産業分野」とは,

「MEMS(MicrO Electro Mechanical Systems,微 小電気機械システム)技 術分野」0「半導体製

造装置関連分野」0「光産業分野」・「医歯工連携 ・健康福祉分野」・「自動車関連部材等分野」・

「非鉄金属 リサイクル分野」・「IT(InfOrmation Technology,情報技術)分 野」のことであ

り,「10地 域」とは,牽 引車となる 「北上川流域地域」0「広域仙台地域」
・「山形 0米沢地

域」・「広域郡山地域」に,周 辺の 「青森 ・弘前地域」・「八戸地域」・「秋田北部地域」
・「本

荘 ・由利地域」0「会津地域」・「いわき地域」を加えたものである (以上,東 北経済産業局

[2006])。三陸のネットワークが面的広がりをみせれば, これらのうち,北 上川流域地域 ・

広域仙台地域 ・八戸地域との結合が実現することになる.

第 3は ,三 陸のネットワ
ークを南に延伸して,首 都圏等との時間距離を短縮することで

ある。これは,国 内における大規模経済センターとの連携の可能性と言い換えることがで

きる.

第 4は ,三 陸のネットワークを東 (太平洋)に 拡張 して,北 米大陸西海岸等との取引を
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拡大することである。これは,海 外における大規模経済センターとの連携の可能性と言い

換えることができる。       1

三陸の輝 く未来へつながる四つの可能性は以上のとおりであるが,そ れでは,三 陸の地

域経済活性化にとっては,何 がポイントとなるであろうか.産 業ごとに見てみよう。

まず第 1次産業では,遠 隔地の大規模市場への販路を拡充することが,決 定的に重要で

ある。そのためには,① 地域ブランドの確立と,② 生産地主導のサプライチェーン (生産

者から消費者までの事業の連鎖)形 成の 2点 が,強 く求められる.

①の地域ブランドについて言えば,水 産物に関しては,世 界三大漁場の名声に裏打ちさ

れた 「三陸」ブランドの維持 ・浸透が,大 きな意味をもつ。米などの農産物に関しては県

レベルのブランドが,肉 や卵 ・牛平Lなどの畜産物に関しては市町村レベルのブランドが,

威力を発揮する。最近では,食 の安全性への意識の高まりを反映して,第 1次産業従事者

のlEl人ブランドが広がりをみせている点にも,注 目すべきである.

②の生産地主導のサプライチェーン形成について言えば,産 地直送方式ないし生産地加

工方式のビジネスモデルを確立することが,大 切である。サプライチェーンの主導権を消

費地に立地する大手小売業者や大手卸売業者に握られドいようにするうえでは,道 路等の

社会資本が整備され,生 産地 ・消費地間の物流が容易になることが,重 要な前提条件の一

つとなる.

次に第 2次産業では,三 陸が,製 造業の面的な連携によって,広 域展開する一つの産業

集積として機能するようになることが,大 きな意味をもつ.広 域型産業集積においては,

地域内の市町村間で,工 程間の分業や注文 0従業員の相互融通を行うことができる.ま た,

産業構造を多様化し,特 定産業の景況の良し悪しに作用されない強靭さを身につけること

も可能になる。さらに,「広域三陸地域」が一つの産業クラスターとして確立されれば,

北上川流域地域 ・広域仙台地域 ・八戸地域との結合を通じて,「TOHOKUも のづくリコ

リドー」の新しい一翼を担うことになろう。

広域型産業集積の形成との関連で重要な点は,三 陸沿岸の諸港湾が, 各ヽ々の特徴を鮮明

にしつつ,そ れを活かして分業 ・連携することである。三陸の諸港湾は,国 内外の大規模

経済センターとつながる下大物流拠点となる潜在的可能性を有している.こ の点では, と

くに,北 米大陸西海岸諸港との海上距離の近さに注目すべきであろう:

広域型産業集積の形成にとっても,三 陸諸港湾の物流拠点化にとっても,不 可欠の前提

条件となるのは,道 路め整備である.そ の場合,道 路の質が製品物流に大きく影響するこ

とを考え合わせれば,全 国的な自動車交通網を構成する自動車専用道路である高規格幹線

道路を三陸に整備することが,求 められているのである.

最後に第 3次産業では,外 部から観光客 ・訪問客を呼び込むことが,基 本的な戦略とな
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る.最 近,第 3次産業にかかわる地域活性化め枠組みとしてコンパクトシティヘの期待が

高まっているが,一 方で, コンパクトシティの柱となる 「まちなか居住」や 「中心市街地

のにぎわい」を本格的に実現するためには,一 定規模以上の人口および都市機能の集積が

必要であることもまた,冷 厳な事実である。その意味で, コンパクトシティ構想が威力を

発揮するのは,県 庁所在地かそれと同等以上の都市に限られる。三陸においては,人 口

25万 人を擁する八戸以外では, コンパクトシティによる町おこしは,現 実的ではないで

あろう。全国的にみて,に ぎわいをみせている商店街は,必 ず人口増加地域か観光地かに

立地している.八 戸以外の三陸の市町村においては,人 口増加に限界があるため,商 店街

の活性化のためには,外 部からのより多くの観光客 ・訪問者を呼び込むしか,根 本的な解

決策がないのである.

三陸沿岸部の大半にわたって広がる陸中海岸国立公園は,瀬 戸内海国立公園と並び日本

を代表する,い やそれどころか世界でも有数の規模の,海 の観光地である.し かも,三 陸

には,す ばらしい海岸美を 「見る」,お いしい水産物を 「食べる」,グ リ
ーンツーリズムで

「遊ぶ」の,「るるぶ」の三拍子がそろっている。高齢化社会の到来を受けたパッケ
ージツ

アーの復活, クルマ利用の拡大,滞 在型 ・体験型ツア
ーの盛行などの国内観光ニーズの変

化へ的確に対応して,三 陸に多くの観光客を呼び込むためには,道 路の整備が最重要の条

件となることは,間 違いない。

3.リ アス ・ハイウェイの役割

このように,三 陸の地域経済活性化にとって,道 路の整備は,決 定的な要件の
一うだと

言うことができる.そ のなかでもリアス ・ハイウェイの開通はとくに大きな意味をもつが,

それを実現するためには,特 別な努力が求められる。国家財政の危機が深まり,2006年

12月 に,「道路特定財源の見直しに関する具体策」が閣議決定されたからである。

この閣議決定は,道 路整備について,「我が国財政は極めて厳 しい状況にあり,国 民負

担の最小化のため,歳 出削減を徹底 し,ゼ ロベ
ースで見直すことが必要になっている」,

と述べたうえで,「道路整備に対するニ
ーズを踏まえ,そ の必要性を具体的に精査し,引

き続き,重 点化,効 率化を進めうつ,真 に必要な道路整備は計画的に進めることとし,19

年 (平成 19年=2007年…引用者)中 に,今 後の具体的な道路整備の姿を示 した中期的な計

画を作成する」, としている (閣議決定 [2006]).つまり, リアス
・ハイウェイの実現のた

めには,2007年 中に作成される道路整備に関する中期計画のなかにリス トアップされる

必要があり,そ のためには,「真に必要な道路」であることを実証 しなければならないの

である。
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道路整備に関する中期計画へのリストアップにあたっては,国 土交通省道路局 [2003]

がまとめた表 2の ような,高 速自動車国道の事業評価における評価項目に即 して,作 業を

進めることになっている.こ の評価項目においては,B/C(Benefit/Cost)と R/C

(Return/Cost)が重視されるが, これらは:人 口が少ない地域では低い数値となるとい

う問題点がある.そ の問題点を克服するために設定されたのが,16指 標からなる 「波及

的影響」ないし 「外部効果」である.

表 2 高 速自動車国道の事業評価における評価項目

大 。中項目 評価項目 指 標

費用対便益

走行時間短縮便益

B//C走行経費減少便益

交通事故減少便益

採算性 投資限度額比率 R//C

波
及
的
効
果
な
い
し
外
部
効
果

住民生活

高速バス等長距離自動車交通の利便性が高まる 指標 1

新幹線 ・空港等幹線交通網への利便性が高まる 指標 2

高度な医療施設までの搬送時間が短縮される 指標 3

地域社会

拠点都市間を連絡し,相 互の連携が可能になる 指標 4

日常活動圏の中心都市へのアクセスが向上する 指標 5

複数の主要観光地を連絡し,広 域的な観光産業の発展に貢献する 指標 6

地域経済

物流拠点へのアクセスが容易になり,産 業立地を振興する 指標 7

高速道路へのアクセスが容易になり,農 林水産品の流通の利便性が向上する 指標 8

高速道路の整備とあわせた地域振興計画が進められている 指標 9

環 境

自動車からのNOX,SPM排 出量が削減される 指標 10

並行道路において騒音レベルが低減する 指標 11

自動車からのC02 υF出量が削減される 指標 12

安 全

並行する緊急輸送道路が通行止めになった場合の迂回路が長大である 指標 13

並行する緊急輸送道路で冬季交通障害や異常気象時に通行規制される区間がある 指標 14

並行する高速道路の代替路線を形成する 指標 15

その他地方
公共団体の

取り組み
地方の創意工夫による自主的な取り組み状況を評価する 指標 16

出所 :国土交通省道路局 [2003].

リアス ・ハイウェイの実現のためには,B/Cと R/Cを 可能な限り高めるとともに,

人口が少ない地域の道路である実情をふまえて,外 部効果が大きい点を説得力ある形で打

ち出すこと,つ まり,「真に必要な道路」である点を証明する作業が, きわめて大切であ

る。以下では, リアス ・ハイウェイの役割を再確認しつっ, この作業を進めるうえでのポ

イントとなる事項を,表 2の外部効果にかかわる諸指標に沿って,ま とめることにしよう。

リアス ・ハイウェイの役割を第一義的に表わす外部効果にかかわる指標は,住 民生活に

関連する指標 3と ,安 全に関連する指標 130指 標 14で ある。

2006年末現在,三 陸の人口の 26%に あたる9万 2000人 は,自 動車を使っても,救 急医
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療施設へ 60分 以内に到達することができない (国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所

[2007a]).また,産 婦人科医師の減少にともなう対応策として,2007年 8月 に岩手県は,

釜石病院の産婦人科機能を大船渡病院へ移転 ・集約する措置を講 じた (岩手県医療局病院改

革室 [2007]).これらの事実をふまえれば, リアス・ハイウェイの実現が,「高度な医療施

設までの搬送時間が短縮される」という指標 3に あてはまること,そ して,そ のことが三

陸住民の生命にとってきわめて重要な意味をもつことは,明 らかだろう:

リアス ・ハイウェイの場合には,指 標 13や指標 14が言及する 「並行する緊急輸送道路」

は,国 道 45号 線ということになる。しかし,国 道 45号 線の 36箇 所,約 36kmは,津 波浸

水想定区間とみなされている。また, リアス式海岸にともなう地形上の理由などにより道

路条件が悪いため,岩 手県内の国道 45号 線の交通事故致死率 (死亡者数/発 生件数)は ,

全国平均の約 4倍 に達する (以上,国 土交通省東北地方整備局三陸国道事務所 [2007a])。リア

ス・ハイウェイの開通は,指 標 13や 指標 14が重視する沿線住民の安全の向上に,大 いに

貢献するであろう。

第 1次産業の振興という観点に立てば,指 標 8の 「高速道路へのアクセスが容易になり,

農林水産品の流通の利便性が向上する」点が,重 要な意味をもつ。現状では,八 戸 ・仙台

間の自動車による移動時間は,内 陸ルート (東北自動車道。八戸自動車道ル
ート)で 190分

であるのに対し,三 陸ルート (国道45号線ルート)で は580分 にも達する。もし, リアス 0

ハイウェイが整備されれば,八 戸 0仙台間の三陸ルートの所要時間は,300分 となり,約

2分 の 1に短縮される (以上,国 土交通省東北地方整備局三陸国道事務所 [2007a]).この時間

短縮は,三 陸発の農林水産品の物流を著しく改善する。カキの産地である山田町では,道

路整備が進めば,漁 業従事者が毎朝, もう1時 間ゆっくり眠ることができるという。そう

なれば,水 産業の後継者問題解決に好影響を及ぼすことは,間 違いない.ま た,三 陸沿岸

の市町村には,特 徴ある漁業系廃棄物処理施設が点在しており, リアス ・ハイウェイの開

通によって, これらが連携して機能することになれば,三 陸の海の環境保全に資すること

になろう。

第 2次産業の振興にかかわるのは,指 標 7の 「物流拠点へのアクセスが容易になり,産

業立地を振興する」と,指 標 9の 「高速道路の整備とあわせた地域振興計画が進められて

いる」とである。三陸における広域型産業集積の形成にとつても,三 陸諸港湾の物流拠点

化にとっても,高 規格幹線道路の整備は,不 可欠の前提条件となる.し かし,表 3が 示す

ように,三 陸の高規格幹線道路 ・地域高規格幹線道路の整備率は,全 国平均や東北平均に

比べて,著 しく低い。 リアス ・ハイウェイの整備は,三 陸における高規格幹線道路整備率

を上昇させるうえで,決 定的な要件だと言うことができる。
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表 3 高 規格幹線道路 ・地域高規格幹線道路の整備状況

地 域 計画延長(km) 供用済み延長(lul) 整備率(%) 事業中延長(b)

三 陸

,こ Jヒ 2,864 11457

全  国 20,950 10,534

出所 :国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所 [2007b].

注 :1三陸は2007年 4月 1日現在,東 北と全国は2006年4月 1日現在.
2三陸は,国 土交通省東北地方整備局三陸国道事務所の管内.

第 3次産業の振興にとっては,指 標 6の 「複数の主要観光地を連絡し,広 域的な観光産

業の発展に貢献する」点が,大 きな意味をもつ。陸中海岸国立公園は,観 光地としてきわ

めて魅力的であるにもかかわらず,´

・三陸の4市 3町 3村 は高速道インターチェンジから60分圏外に位置する,

0三陸の4市 3町 3村 は空港から90分圏外に位置する,

0三陸の1市 3町 2村 は新幹線駅から90分圏外に位置する,

という,地 理的なハンディキャップに苦しめられている (国土交通省東北地方整備局三陸国

道事務所 [2007a]).リアス●ハイゥェイの実現は, このような状況を大いに改善すること

であろう。

4。 まとめ :リ アス ・ハイウェイ早期実現へ向けて

以上の検討から, リアス・ハイウェイが三陸の輝く未来へつながる 「真に必要な道路」

であることは,誰 の目にも明らかである。本章の2.で ,三 陸の未来を開く四つの可能性

を指摘したが,そ れらの実現のためには, リアス・ハイウェイがもたらす外部効果が大き

な役割をはたす.指 標 3(医 療)・指標 6(観 光)・指標 13(安 全)・指標 14(安 全)の 外部

効果は,三 陸の点から線への展開をもたらす。指標 7(産 業立地)と 指標 9(地 域振興)の

外部効果は,三 陸の線から面への発展につながる。そして,指 標 8(農 林水産品流通)の 外

部効果は首都圏等との時間距離を短縮し,指 標 7(物 流)の 外部効果は北米大陸西海岸等

との取引を拡大する.国 土交通省が設定する基準 (表2の高速自動車国道の事業評価における

評価項目)に もとづけば, リアス・ハイウェイが 「真に必要な道路」であることは明瞭で

ある。

ただし, ここであえて指摘したい点は,そ れを強調するだけでは, リアス・ハイウ千イ

の早期実現にとって,画 竜点睛を欠くことである。早期実現のためには,最 も重要な指標,

つまり,「地方の創意工夫による自主的な取り組み状況を評価する」という指標 16を,忘

れてはならない。岩手 0青森 ・宮城の3県 ,沿 岸の7市 ,近 隣の 12市 町村の一丸となっ
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た活発な運動なくして, リアス ・ハイウェイの早期実現はありえないのである。

この点で教訓を与えるのは,2007年 3月 に開通した仙人峠道路 (釜石・遠野間)の 経験

である.仙 人峠道路の実現にあたっては,釜 石市民の力が大きな役割をはたした。仙人峠

道路の建設をめざして 1988年 に結成された 「仙人峠道路建設促進及び三陸縦貫自動車道

(大船渡～山田間)整 備促進釜石市民会議」は,「単に議員や上部団体全の陳情にとどまら

ず,『仙人 1000人総決起大会』,『仙人 1000円募金』,仙 人峠道路完成に至るまでの道のり

をまとめた冊子 『仙人千夢』の発行などの全国的にも例を見ない斬新かつ先進的な活動を

展開し」た (国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所 [2o07c].『仙人千夢』は仙人峠道路建設

促進及び三陸縦貫自動車道 (大船渡～山田間)整 備促進釜石市民会議 [2007]).仙人峠道路開通

に大きく貢献 した同市民会議は,2007年 8月 に,社 団法人日本道路協会によって,道 路

功労者として表彰された。

仙人峠道路実現の教訓としてもうひとつ重要な点は,全 長 18.4kmの同道路が,「国 13.2

km+岩 手県 5.2km」という分担方式にようて,完 成 したことである.リ アス ・ハイウェイ

の早期実現にとっては,外 部効果を強調することとともに,地 元自治体の努力によって費

用 (Cost)をできるだけ削減し,B/Cや R/Cを 高めることも,大 切なのである。

これまで三陸にとって,広 さは,経 済活性化を阻害する要因となってきた。しかし,広

いということは,そ れだけ広範な住民の力を結集できるということでもある。財政難に苦

しむ国を動かすうえで,広 範な住民の力に支えられた多数の自治体の共同行動は,効 果的

である。3県 ,沿 岸 7市 ,近 隣 12市 町村は,今 こそ力を合わせて, リアス 0ハ イウェイ

の早期実現べ向けて奮闘しなければならない。

(2007年 10月 14日 脱稿
5))

Ⅳ.釜 石か らのメ ,セ ー ジ

本稿では,地 域における希望の再生にとって不可欠な要素の一つである 「地域内外での

ネットヮーク形成」について,(A)釜 石におけるネットワーク形成はどのような問題に

直面しているか,(B)ネ ットヮークを広域化するうえで大きな意味をもつインフラスト

ラクチヤの整備をいかに進めるか, という二つの見地から検討を加えてきた。(A)の 論

点に関して分析したものが橘川 [2007a]であり,(B)の 論点をリアス・ハイウェイに焦

5) こ の節で紹介した橘川 [2007b]の脱稿からlヵ月経った2007年11月に, リアス・ハイウェイは,道 路

整備に関する中期計画の素案のなかにリストアップされた.し かし,そ の後も,道 路整備をめぐる情勢は流

動的であり,現 在のところ, リアス・ハイウェイが早期に実現する見通しは立っていない。
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点を合わせて掘 り下げたものが橘川 [2007b]で あった。

このほか,『希望学』シリ
ーズ第 2巻 で発表 した橘川 [2009]で も,「外部からの需要の

呼び込みこそが,釜 石市の第三次産業活性化の起点となる」,「釜石ブランドを,近 隣市町

村 と連携 した広域ブランドと,適 切に組み合わせる」,「若い世代の参画が大きな役割をは

たす」, という3点 の重要性を指摘 した (256-257頁)。また,同 稿では,ま ちづ くりの全国

的典型である滋賀県長浜市の事例を紹介 し,1人 当り 1,000～1,500万円を出資 した民間の

リスクテーカーが大きな役害Jをはたしたことも明 らかにした (246頁).

本稿および橘川 [2009]で の検討を広、まえれば;釜 石におけるネットワ
ーク形成か ら,

次の三つのインプ リケ
ーションを導 くことができる。それは,

(1)イ ンフラ整備による外需の呼び込み,

(2)広 域ブランドと結合 した地域ブランドの確立,

(3)若 い世代の参画とリスクテTカ
ーの登場,お よび両者の連動,

の 3点 である。 これらのインプ リケーションは,全 国各地で展開されている地域経済活性

化の取組み, と くにそこでのネットワ
ーク形成の取組みにとっても,有 用なヒントを与え

ることであろう。

[2009年6月 20日脱稿]
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